
士幌町立小中学校の耐震化の状況について

平成２０年６月「地震防災対策特別措置法の一部を改正する法律」が成立し、６月１８

日付けで施行されました。この改正により、公立の小・中学校の校舎などについて、耐震

診断を実施すること、および耐震診断を実施した建物ごとに、その結果の公表が義務づけ

られました。

耐震診断が必要となる建物は、建築基準法が改定となる昭和５６年６月以前の耐震基準

で建築された建物で、本町では上居辺小学校・北中音更小学校の体育館と中士幌小学校の

校舎が対象となります。３校の耐震診断については、平成１８年１０月から平成１９年２

月に行い、その結果は、下表中の２次診断Ｉｓ値となりました。

この結果を受け、平成２０年度に上居辺小学校と北中音更小学校体育館、平成２１年度

には中士幌小学校の校舎の耐震補強工事を実施し、改修後Ｉｓ値は下表のとおりとなりま

した。

１ 耐震診断の結果

２次診断 改修後

Is値 Is値

上居辺小学校 体育館 Ｓ55.11 鉄 筋 １階 0.55 Ｈ２０ 1.08

北中音更小学校 体育館 Ｓ51.11 鉄 筋 １階 0.39 Ｈ２０ 1.34

中士幌小学校 校 舎 Ｓ53.11 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ ２階 0.64 Ｈ２１ 0.72

２ 用語の説明

Is値（構造耐震指標）

建物の耐震性能を表す指標で、この数値が大きいほど耐震性が高くなります。

Is値の目安

Is値＜０．３ 地震に対して倒壊または崩壊する危険性が高い

０．３≦Is＜０．６ 地震に対して倒壊または崩壊する危険性がある

０．６≦Is値 地震に対して倒壊または崩壊する危険性が低い

※国土交通省の耐震基準はIs値０．６以上ですが、文部科学省では、地震時の児童生徒の

安全性、また災害時の避難場所としての機能性を考慮して補強後のIs値が０．７以上と

なっています。
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